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このたびは大変貴重なご講義をありがとうございました。 

先日の講義では、精神疾患や精神医療について、自分がこれまで持っていたイメ

ージを改めて見直す機会となりました。私はこれまで、精神疾患は明確な原因があ

り、診断基準に基づいて正確に診断されるものだと思っていました。しかし、実際

には原因が十分に解明されていない病気も多く、診断そのものにもさまざまな課題

があることを知り、とても驚きました。特に、統合失調症の診断や誤診の問題につ

いてのお話は印象に残りました。病名だけで人を判断することの危険性について、

改めて考えさせられました。 

また、精神科病院での長期入院や強制入院の事例から、精神医療は医療だけでな

く、人権や社会制度とも深く関わる問題であることを学びました。患者本人の生活

や尊厳を守るという視点の重要性について、改めて考えさせられました。 

特に印象に残ったのは、トラウマ・インフォームド・ケアについてのお話です。

精神的な不調や行動だけを見るのではなく、その人がこれまでどのような経験をし

てきたのかという背景を理解しようとする姿勢は、とても重要だと感じました。支

援する側が「この人に何が起きたのか」という視点を持つことで、より適切な支援

につながるのではないかと思いました。 

私は現在、サービス付き高齢者向け住宅について学んでいますが、今回の講義を

通して、制度や支援を考える際には、一人ひとりの生活や背景を理解する視点が欠

かせないことを学びました。今後も、制度だけでなく、その制度を利用する人の立

場を意識しながら学びを深めていきたいと思います。 

改めまして、本日は貴重なお話を聞かせていただき、誠にありがとうございまし

た。 
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